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図 2.･測定周波数10MHz(2.4kOe)前後における(a)m-MePYNN･BF4､(b)m-EtPYNN･Ⅰの1H-NMRス
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となる｡ どのような揺らぎがTを支配しているかは明らかでない ｡ 2つの歪みのない系のTl-1は
ともに温度依存性が小さくその値がほぼ等しいことを考えると､ひとつの可能性として､両塩で
ほぼ同じ大きさをもつダイマー内強磁性的相互作用 JlによってTが支配されている可能性があ
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